
学生の学習空間としての新名古屋校舎図書館

2011（平成23）年11月

　新名古屋校舎開設まで秒読み段階に入った

と言ってよい。他の部署に先駆けて図書館の

移転はすでに始まった。この原稿を書いてい

る9月上旬には名古屋図書館書庫に所蔵して

いた図書の外部書庫への移管が終わり、9月16

日の外部書庫運用開始を待つばかりになって

いる。移管の第一段階は予定通りに終わった

とはいえ、年が明けてからの第二段

階に向けて、調整しなければならな

いことなどが山積している。

　いずれにせよ、来年4月からは、豊

橋校舎、新名古屋校舎、車道校舎の3

校舎体制の中での図書館運営となる

が、車道校舎については、4階の現車

道図書館は大学院専用の図書室へと

衣替えになる。外部書庫の運用およびこの衣

替えにともない、一般社会人への開放のあり

方を含め図書館の運用が大きく変わることに

なる。

　新名古屋校舎の図書館はスペースの関係

上、少なくとも2015年3月までは研究用図書

は外部書庫での運用となり、ブラウジングが

できないなどの不便が生じる。ただし、研究

用図書でも新規に購入するものについては、

購入後ただちに外部書庫に送るのではなく1

年間は図書館内のひとつのコーナーに置く予

定である。とはいえ、図書館内には学生用図

書を中心に配架することから、これまで以上

に学生の学習空間としての図書館という側面

が強くなる。

　開館時間については、8時50分から21時ま

でとする方向で調整中である。現名古屋図書

館の閉館時間（通常講義期間）は19時である

から、2時間延長することになる。地理的条件

を考えると、遅くまで図書館を利用する学生

が増えるであろうと予想してのことである。

しかし、学生の行動パターンがどのように変

わるかは、始まってみないと分から

ないというのが実情であるので、開

設後しばらく様子を見てから再検

討する必要が出るかもしれない。と

はいえ、重要なことは学生が積極的

に利用したくなるような図書館作

りをすることであるのは 言 うまで

もない。

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　新名古屋校舎において学生たちの主要な自

習空間となるのは、厚生棟1階から3階までを

占める図書館と教室棟4階のメディアゾーン

である。現名古屋校舎と異なって、図書館とメ

ディアゾーンが空間的に完全に切り離される

ため、学生にとって不便な面もあろう。その二

つの空間の棲み分け自体はそれほど難しくは

ない。パソコンや視聴覚資料を中心にした空

間かどうかということでほぼ明確に区別でき

るからである。

　しかし、棲み分ければよいというものでも

ない。たとえば、図書館の資料を参照しながら
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パソコンでレポートや論文を作成するという

ような場合、あるいはインターネットと図書

館の資料を同時に使いたいというような場合

などが当然あるからである。そのような場合

には図書館を利用することになるが、自分の

ノートパソコンを持っている学生については

問題ないものの、持っていない学生に対する

対応策を考えておく必要がある。また、大学

図書館の中には、iPadを貸し出し、青空文庫

からダウンロードした電子書籍を読めるよう

にしているところもあると聞く。そのような

例も参考にしつつ、学習環境を整備していく

必要があろう。

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　ところで、新名古屋校舎図書館の目玉のひ

とつとして、「ディスカッション・ルーム」の

設置がある。学生がグループ学習をするため

の空間であるが、現名古屋図書館内のグルー

プ学習室と違って入館してすぐ目につく場

所にあり、積極的に利用してもらいたい空間

である。3室が作られ、それぞれの特徴付けや

運用の仕方について今後詰めなければならな

いが、学生のグループ学習以外にもいろいろ

な使い方が考えられうる。その3室の仕切り

壁は可動式であるから、1室あるいは2室とし

て使うことも可能である。1室として使えば、

参加者が百数十名程度の行事であれば対応で

き、学生向けの講演会や、現在名古屋校舎で行

われている外国語コンテストやプレゼン・コ

ンテストなどの会場として使うことが考えら

れよう。

　とはいえ、学生が自主的にグループ学習を

するのに使うというのが基本的な使い方であ

る。この「ディスカッション・ルーム」の設置

は、アメリカやイギリスで始まった「ラーニン

グ・コモンズ」というコンセプトが念頭に置か

れている。そのコンセプトの背景にはネット

世代の学生の台頭があり、その学生たちの学

習様式・行動様式に合った学習支援体制を作

るということにあったようである。その基本

は、快適な環境の中でのグループ学習を通し

て自ら課題を見いだし、解決していくという

自主的で能動的な学習を支援するということ

にある。このことからすれば、「ディカッショ

ン・ルーム」は単にグループ学習用の空間とし

て捉えるのではなく、学生たちの学習を支援

する空間として捉える必要があろう。

　もっとも、「学習を支援する空間」という点

は「ディスカッション・ルーム」に限らず、図書

館そのものについて言えることである。単に

学習に必要な資料を揃えたり取り寄せたりす

るというだけでなく、資料の検索の仕方など

についてのアドバイスや、これこれの分野あ

るいはテーマについて調べたいが関連資料は

どの辺りに配架されているかといった質問へ

の対応などは、重要な支援サービスである。

ちなみに、今年度名古屋校舎に入学してきた

一年生でそのような質問をカウンターでする

学生が多く、これはこれまでに見られなかった

傾向であると図書館員から聞いている。

　この支援サービスをもう一歩進めて考えて

はどうかと思うのである。たとえば、大学図

書館の中には、大学院生スタッフが常駐し、学

習上の質問や相談に応じるコーナーを設けて

いるところがある。また、韓国の大学図書館

の例であるが、グループ学習用の部屋のひと

つに「チュータリング・ルーム」というものを設

けているところがある。一人のチューターが

ついてグループ学習を行うための空間である。

　本学では学習・教育支援センターが履修上・

学習上の相談に応じるようになっているが、

学生にとってやや敷居が高いのではないだろ

うか。たとえば、図書館でレポートを作成中

に書き方について疑問が生じたといった場合

に、すぐその場で気軽に質問できるような仕

組み、あるいはグループ学習の際にその場で

アドバイスを求めることのできるような仕組

みといったものを考えるべきではないかと思

うのである。

　ところで、新名古屋校舎図書館内には個室

ブースが11室作られる。これも目玉のひとつ

と言えるかもしれない。おしゃべり御法度の

静かな図書館というイメージを破るのがワイ

ワイガヤガヤの「ディスカッション・ルーム」

であるとすれば、逆にそのイメージを極限化

したのが個室ブースである。まさに個室であ
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り、誰にも邪魔されずに一人で静かにじっく

りと勉強したいという場合には、この部屋を

使えばよい。ただし、閉所恐怖症の人には向

かないであろう。

　この個室ブースの運用の仕方については、

今後図書館委員会で検討しなければならない

課題のひとつとして残っているが、いずれに

せよ、新名古屋校舎図書館では、従来の閲覧席

のほかにそれぞれ特徴のある学習空間を用意

している。メディアゾーンを含め、学生には

うまく使い分けてもらいたいと思う。それに

つけても、上で触れたような学習支援という

観点からの新たな仕組みが必要ではないかと

考える次第である。

大学生と読書、図書館

法学部教授　　大 川　四 郎

（一） はじめに
　昨年度より私は図書委員を拝命した。この

たび、図書館報「韋編」編集部から「何か一文

を」との要望が寄せられた。そこで、年寄りの

繰言になることを覚悟しつつも、以下では、学

生の皆さんに、大学時代に典籍を読んでおく

べきこと、図書館を大いに利用すべきことに

ついて、申上げたい。

　

（二） 大学生時代に典籍を読んでおくべきこと
　では、大学時代にどのような読書をしてお

くべきだろうか。私としては、皆さんに特定

の方向を強制したくはない。とはいっても、

限られた時間を有効に読書に充てるには、何

らかの指針があると有益であろう。

　この点で一つの指針となるのが、1930年代

アメリカの新興シカゴ大学にて、30歳で総長と

なった法哲学者ロバート・メイナード・ハッチン

スが、哲学者モーティマー・J・アドラー、文筆家

チャールズ・ヴァン・ドーレンの協力を仰ぎ、開

始した「グレイト・ブックス」プログラムである。

　「グレイト・ブックス」とは、古代ギリシアの

ソクラテスに始まり、20世紀アメリカのジョ

ン・デューイに至るまで、西洋文明の礎とな

る文筆家74名の諸著作の中から精選した典籍

443点のことである。その内容は、文学から哲

学、自然科学にまでおよんでいる。このプロ

グラムでは、総長自らアドラーと共に、ソクラ

テス・メソッドを使い、テーマごとに選定した

典籍英訳テクストを講読し、各論者の意見を

比較対照して、西洋文明の基盤が対話にある

ことを、受講者らに理解させようとした（1）。

この試みは大成功を収めた。当時カリフォル

ニア大学バークレー校に学生として在籍して

いたスーザン・ゾンターク女史が、評判を聞

きつけ、新興シカゴ大学に転学してきたほど

である。広く全米に普及させようという趣旨

で、プログラムで使用された典籍の英訳が、シ

カゴ大学と連携したエンサイクロペディア・

ブリタニカ社から、全60巻から成る、西洋古典

英訳シリーズ "Great books of the Western 

World”として刊行された（2）。

　このシリーズは2つの産物をもたらした。

第1は、全60巻を1冊に縮刷した『西洋思想の偉

大な宝庫』（3）である。テーマごとに、シリー

ズの中の典籍から関連する箇所を抜粋した

アンソロジー形式になっており、読者は諸論

者らと共に伝統ある討議に参加できる構成に

なっている。第2は、膨大なシリーズを効率よ

く読み進むために、優れた読書案内書が編ま

れたことである。これが、前述のアドラーと、

エンサイクロペディア・ブリタニカ社の編集

者チャールズ・ヴァン・ドーレンとの共著で

ある、『いかに本を読むか』（4）である。
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　意欲のある学生の皆さんは、高校までに習

得した英語力を総動員して、「グレイト・ブッ

クス」シリーズあるいは『西洋思想の偉大な宝

庫』に挑戦してみてほしい。英語と聞いて敬遠

する向きには、岩波文庫、「世界の名著」（中央

公論社）、「人類の知的遺産」（講談社）各シリー

ズに所収されている既刊の邦訳西洋古典を利

用されるとよい。望むらくは、私達は日本人な

のであるから、日本、そして中国の典籍にも親

しんでおくべきであろう。これについては、岩

波文庫、「日本の名著」（中央公論社）、「日本思

想大系」（岩波書店）、「新釈漢文大系」（明治書

院）各シリーズがある。そうすることにより、

「孤独な書斎に、古今東西の」賢人を「招聘し賑

やかに意見の交換ができる」（5）はずである。

（三） 図書館の利用について
　個人で所有できる蔵書数にはスペースの点

から言っても、財政的にも限りがある。そこ

で、図書館を利用するに越したことはない。

かつて大学生であった私がそうであったよう

に、現在の学生の皆さんの大半にとっても、図

書館とは、自分が関心ある図書を静かに閲覧

（読書）する書斎の場であり、あるいは借り出

す無料貸本屋であろう。試験期間前そしてそ

の真最中には、格好の自習室ともなろう。ま

た、図書館では、書架から興味ある図書を手に

とり、拾い読みしていく自由閲覧（ブラウジン

グ）をしていると、意外な着想に恵まれること

がある。

　だが、図書館の持っているもう一つの重要

な機能は、情報を収集し、これをもとにオリジ

ナルな思想を創造する場でもある、というこ

とだ。演習で課せられた報告や、あるいは、卒

業論文執筆の準備で、図書館を利用する場合

がこれにあたる。まず、図書館には、同じテー

マについて、様々な立場の論者により書き著

された図書が所蔵されている。これらの文献

を参照することにより、現状での問題状況を

整理することができるであろう。ところが、

更に一歩踏み込み、多少なりとも創造的なリ

サーチを始めると、たちまち利用できる文献

に枯渇してしまう。学生の皆さんの中でも、

学部卒業論文、大学院修士・博士論文を現に執

筆中の方、また、教員の先生方ならば、思い当

たることが多いのではないか。むしろ、必要

とするデータが直接には出てこないとか、愛

知大学図書館に該当する文献が所蔵されてい

ないという状態の方が当たり前なのである。

また、インターネット上で、かなりの情報を得

ることができるが、必ずしも総てのデータが

信頼できるとは限らない（6）。

　このような場合に、役立つのが図書館のレ

ファレンス・サービスである。図書館職員の方々

が、専門の書誌的知識を駆使し、さらには長年

の経験に裏打ちされた勘を働かせて、利用者

が必要としているデータや、文献を探し出し

てくれる。私ども研究者の場合、図書館という

と、むしろこのレファレンス・サービスに恩恵を

こうむっていることの方が多い。

　19世紀末に亡命先のロンドンで、カール・マ

ルクスが、その思想を未完の大著『資本論』に

まとめあげるにあたり、長年毎日、大英博物館

図書館閲覧室に通っていたエピソードは、有名

である。彼は、図書館所蔵の文献から膨大な

抜書きを作り、それらを分析し、資本主義経済

体制のカラクリを明かしてみせた。この研究は、

当時、閲覧室に勤務していた司書らから、その

該博な書誌知識に裏付けされたレファレンス・

サービスの提供がなければ、不可能であったろ

う（7）。図書館の創造的な利用の好例である。

　我が愛知大学図書館には、大英帝国博物館

のような無尽蔵の蔵書はない。しかし、時間

を要するとはいえ、国内外図書館間での相互

貸借制度により、必要とする文献の実物、ある

いは該当箇所の複写（コピー）を取り寄せるこ

とができる。また、ゼミでのレポートや卒業

論文のテーマに関わる文献・資料のことで、

参考カウンターで相談しても、図書館事務課

の職員の皆さんがすぐに対応できないことが

あろう。だが、あきらめてはいけない。私の経

験では、事務課の皆さんが、周辺大学図書館の

レファレンス担当者の方々に相談するなどし

て、何らかの対応をして下さった（8）。こうし

たサービスは、電子メール等を駆使すること

により、私の学部学生時代に比べ、格段に早く

なっている。要するに、身近な愛知大学図書

館を通じて、私たちは広く全世界の知識網に

つながっている（9）。学生の皆さんは、大いに

図書館を利用し、知的創造に挑戦してほしい。
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（四）むすびに
　学生の皆さんには、大学在学中は無論、卒業

後も読書を続けて思索を深め、心豊かな生活

をおくって下さることを私は願っている。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

注）

（1）「グレイト・ブックス」プログラムの経緯に

ついては、次の文献を参照されたい。Cf., Alex 
Beam, “A Great  Idea at  the t ime – The Rise,  
Fall, and Curious Afterlife of the Great Books”, 
PublicAffairs, New York, 2008.

（2）本学図書館に所蔵されている。ちなみに、読

書家でもあった俳優の故児玉清さんは、俳優とし

てまだ駆け出し時代に、大枚をはたき、この「グレ

イト・ブックス」シリーズを購入している。事前

に相談すらしなかったことを、新婚間もない夫人

からなじられると、「こういう本は女房を質に入

れても買うべき本なのだ」と児玉さんは言っての

けた。このため、しばらく夫婦仲がぎくしゃくし

たとのことである（児玉清著『寝ても覚めても本

の虫』、新潮文庫、2007年、pp.353－355.）。「女房

を質に入れて」でも本を買うとは明らかに言い過

ぎであるが、「稀代の本の目利き」であった児玉さ

んらしいエピソードである。

（3）"Grea t  t r easu ry  o f  Wes te rn  though t :  a  
compendium of important statements on man 
and his  ins t i tu t ions  by the  great  th inkers  in  
Western history”, edited by Mortimer J.Adler and 
Charles Van Doren, Bowker, New York, 1977, 
xxv+1771p. 本学図書館に所蔵されている。

（4）Mortimer J. Adler/Charles Van Doren, 
“How to  read  a  book  –  the  c lass ic  gu ide  to  
intelligent reading (revised and updated edition)”, 
A Touchstone  Book,  publ ished by Simon & 
Schuster, New York/London/Toronto/Sydney, 
1972. 本学では豊橋図書館に1967年版が所蔵され
ている。我国では、外山滋比古・槙未知子共訳『本

を読む本』（講談社学術文庫、1997年）として出版

されている。原著第3編「様々な種類の本へのアプ

ローチ方法」では、文学、戯曲、歴史、自然科学、哲

学、社会科学各分野にわたって、読書方法が懇切

丁寧に叙述されている。講談社学術文庫版では、

文学分野しか訳出されておらず、残念である。

（5）國原吉之助著『ラテン詩への誘い』、大学書林、

2009年、p.284.

（6）本学文学部で図書館情報学を講じておられ

る時実象一教授の一文を参照されたい（時実象

一「ウィキペディア　安易な引用はやめよう」、

2007年7月24日付朝日新聞日刊第15面コラム「私

の視点」）。

（7）当時、閲覧室監督官であったリチャード・

ガーネットは、その豊富な書誌知識を、分け隔て

なく利用者らに提供していた。このため、ここ

を訪れる外国人研究者らに高く評価されてい

たという。マルクス、そしてその仕事を手伝っ

ていた末娘エレノアもそれら利用者に含まれる

であろう（松居竜五・小山騰・牧田健史共著『達

人たちの大英博物館』、講談社メティエ、講談社、

1996年、pp．71－72、244－245．藤野幸雄・藤

野寛之共著『図書館を育てた人々　イギリス編

（JLA図書館実践シリーズ第8巻）』、日本図書館協

会、2007年、pp.74-80. Cf.,art.' Garnett, Richard 
(1789-1850)'by Alan Bell, in "Oxford Dictionary 
of National Biography" edited by H.C.C.Matthew 
a n d  B r i a n  H a r r i s o n ,  v o l u m e  2 1 ,  O x f o r d  
University Press, pp.500-503, especially p.501; 
Letter from Eleanor Marx to Jenny Marx dated 
[London]2 October 1882, in "The Daughters of 
Karl Marx - Family Correspondence 1866-1898", 
commentary and notes by Olga Meier, translated 
from French into English and adapted by Faith 
Evans, with introduction by Sheila Rowbotham, 
Penguin Books, London, 1984, pp.157-158.）。 だ
が、本稿をまとめるために、私はガーネットに

ついての言及をマルクスゆかりの文献の中で

探したが、見つけることができなかった。 なお、

大英博物館におけるマルクスのエピソードを

伝える文献として、我国でしばしば引用される

のが、ヴァルター・ヴィクトル著『マルクス伝』

である（ヴァルター・ヴィクトル著長坂聡・小島

恒久・原田溥共訳『マルクス・エンゲルス小伝』、

1966年、労働大学新書72、労働大学発行、pp.46-
47.Cf., Walther VICTOR, "Karl Marx", 1953, Der 
Kinderbuchverlag, Berlin, pp.49-50）。だが、この
伝記は、旧東ドイツで出版された、子供向けプロ

パガンダ文献である。典拠は示されていない。

ガーネットの名前も出てこない。このエピソー

ドを調べるにあたり、名古屋図書館事務課職員の

伊藤孝司さんの御世話になった。ここに記して
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　早いもので愛知大学

に赴任して11年目にな

る。経済学部の日本経

済史担当として採用さ

れて10年間お世話にな

り、今年の四月からは、

新しく生まれた地域政

策学部の一員となった。

以下、図書館とのかかわりで経済学部の10年

と移籍ついてふり返ってみたい。

　経済学部では地域研究コースに所属した。

当初は、なぜ地域研究コースかという思いも

あった。赴任直後わかったことだが、2年後に

は新しいカリキュラムが実施されることに

決まり、私は近現代日本経済史の他に地域経

済史という科目を担当することになってい

た。地域経済や産業の歴史についての科目の

担当をも期待しての募集だったのだろう。

地域研究コースから地域政策学部へ

地域政策学部教授　　阿 部　聖

　それまでの私の主要な研究テーマは、日本

の石油産業発達史で、とくに輸入原油精製や

石油資源開発の展開過程、それと関連した石

油政策に関するものだった。また、13年間在

籍した前任校が浜松市にあったこともあり、

かつて同地域の三大産業といわれた繊維（染

織）、楽器（ピアノ）、機械（織機・自動車）など

の産業史を研究テーマの一つに加えていた。

　そうはいっても、地域研究コースの所属教

員として地域経済史や専門演習を担当する

ということはかなり工夫や準備が必要と考

えられた。隣接しているとはいえ、東海ない

し三河地域についてはほとんど何も知らな

いのと同然であった。地域経済史の内容をど

うするか、専門演習の内容を地域とどう結び

付けるかは、私にとって大きな問題だった。

ただ、学部の配慮で専門演習も赴任後3年目

から担当することにしていただいたので、そ

御礼申上げる。

（8）図書館のレファレンス業務の場合、利用者か

らの相談（リクエスト）により、鍛えられていくと

いう側面が強い。数々の工夫で、利用率全国一を

誇る千葉県の浦安市立図書館の場合もそうであ

る。今までのレファレンス事例をもとに、サービ

ス向上に役立てているという（鈴木康之・坪井賢

一共著『浦安図書館を支える人びと』、日本図書館

協会、2004年、pp.10－22）。だが、近年、愛知大学

では、諸般の事情により、司書資格をもっている

事務職員が必ずしも図書館事務課に配置される

とは限らなくなっている。さらに、人件費節約と

いう理由から、図書館事務課職員のうち、専任職

員数が大幅に少なくなっている。これらの理由

から、今後、レファレンス・サービスが低下する

のではないかと私は憂慮している。

（9）戦後発足した国立国会図書館を中心に、国内

各種図書館がネットワークで結びつけられ、誰も

が最寄りの図書館からあらゆる知識にアクセス

できるようになっている。このような図書館制

度作りに尽力した中井正一（国立国会図書館初代

副館長、1900－1952）は、次のように延べている。

「国立国会図書館は……（中略）……大きな集団

として……（中略）……個人の記憶のかわりに

資料の精密を極めた整理目録を用意せんとして

いる。個人の思惟に代って、委員会をもっている。

何十年もの間の国家の如何なる出来事も記憶し、

どんな天才よりも広汎な知識と意欲をもつ巨人

となって、自らを創造しようとしている」（中井

正一「真理は我等を自由にする」、昭和23年10月13

日、国立国会図書館職員研修特別講義速記録（中

井浩編『中井正一　論理とその実践　̶組織論か

ら図書館像へ̶』、1972年、てんびん社、pp.91－

92）。
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の期間を授業準備のために利用することが

できた。

　当然のことながら図書館に、そして中部地

方産業研究所（以下、中産研）、綜合郷土研究所

（以下、郷土研）の図書室に通い、地域経済、地

域産業関係の文献・資料を読みあさった。図

書館では基礎資料や統計の存在について確認

した。中産研、郷土研には先輩諸先生方が残し

てくれた地域経済・産業に関する文献・調査報

告・資料、社史等がたくさんあってイメージを

膨らませるのに役立った。

　とくに玉城肇先生の三河ないし東海地域

の産業に関する一連の業績は刺激となり、ま

た一つの目標ともなった。恥ずかしながら、

先生についての私の知識は、財閥研究者、M.

ペリー「日本遠征記」の翻訳者（土屋喬雄氏と

の共訳）といった程度に過ぎなかった。先生

が本学の学長を務めた人だということ、そし

てもともとは家族制度史や女性史をテーマ

とし、それ以外にも教育史や芸術論など数多

くの業績や翻訳を残していたことを、この時

はじめて知った。

　ちなみに、先生の地域産業に関する業績に

は『三河地方における産業発達史概説』（中産

研、昭和30年）、『明治中期における愛知県の

産業』（中産研、昭和41年）、『豊橋地方におけ

る特殊産業の由来』（中産研、昭和49年）や松

坂屋の伊藤家や神野家についての研究成果

であり、遺作となった『地方財閥と同族結合』

（御茶ノ水書房、昭和56年）などがある。

　他方で、図書館の地域産業に関する基礎資

料、例えば『明治前期産業発達史資料』、『府県

統計書（愛知県統計書など）』『営業報告書集

成』やそれらの資料を利用した研究論文など

に目を通しながら気づいたこともいくつか

あった。例えば、石井寛治氏が『帝国統計年

鑑』『農商務統計表』等から作成した地域別鉱

工業賃金労働者数によれば、日本の産業革命

がスタートしたといわれる明治19年には、東

山地域（長野、岐阜、山梨）に21,513人という近

畿や南関東を上回る日本で最も多い賃金労

働者が集中していた。同年の東海地域（愛知、

三重、静岡）の賃金労働者数は、東山地域の4

分の1程度に過ぎなかった。東海地域が近畿、

北九州、南関東とともに四大工業地域を形成

し、それにふさわしい労働者数を擁するよう

になるのは、その後の産業化の進展に負うと

ころが大きかった。

　また、山口和雄氏の作成による「明治七年

府県物産表」（全国平均）によれば、総生産額

の農工別割合は農産物61.0％、工産物30.0％、

その他9.0％である。農産物に占める米の割合

は62.8％、工産物に占める醸造物類（酒類、醤

油、味噌）が27.8％、織物類が16.6％となって

いる。同表の原資料を利用して愛知県だけを

みると、総生産額の割合は、農産物62.4％、工

産物32.2％、原始生産物5.4％である。ただし、

米の割合は55.5％と低く、棉類が12.7％で全

国平均を大きく上回っている。そして工産物

の内訳は醸造物類が46.8％、織物類16.9％、綿

糸類3.1％などとなっている。

　この事実は、愛知県では、主要農産物であ

る米、麦、棉類などが、そのまま消費されたり

移出されたりするのでなく、不足分はよそか

ら移入して酒、醤油、味噌、そして綿糸や綿織

物などの工産物に加工されていたことを示

す。その意味では、のちの産業化の基盤がか

なりの程度まで形成されていたと考えるこ

とができる。

　こうした準備過程を経て、地域経済史や専

門演習の内容をどうするかについての私な

りの結論を出した。地域経済史については、

できるだけ一つの地域を総体的に検討する

ことが重要だと考えるようになっていた。

その結果、愛知県を中心とする東海地域の産

業発展史を、紡績産業だけでなく製糸業、醸

造業、染織業、機械産業、食品産業、陶磁器産

業といった諸産業を取り上げるとともに、鉄

道、電力、通信といったインフラの発展過程

を盛り込むことにした。というのは、地域経

済史とか地域産業史といった研究書やテキ

ストも散見されるようになっていたが、内容

的には日本各地の代表的な産業研究の寄せ

集めといったものが多かったからでもある。

　対象とする時期は、明治初期から愛知県で

自動車産業が産声をあげる昭和初期までと

した。これにより愛知県がいわゆる"モノづ

くりのメッカ"というようないい方をされる

製造業優位の地位を確立するにいたった経

緯の一端を学生たちに伝えることができる
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本との関わり

会計研究科教授　　粥 川　和 枝

　自分と本の関わりを

考えるとき、まずは、専

門の会計学の本があげ

られるだろう。会計学

の分野は、近年、国際化

が非常にめざましい。

国内会計基準と国際財

務報告基準（IFRS）と

のコンバージェンス（共通化）、さらにはIFRS

のアドプション（強制適用）が中心的な問題と

なっている。わが国においてもIFRSの影響に

より、会計基準の新設・改訂が著しく、それに

対応して多くの本が出版・改定されている。

勉強のために、これまで以上に多くの新しい

本を手に入れることが必要となっている。

　有り難いことに最近は、机の前にいなが

ら、Amazonや各書店のホームページ等から

簡単に本が手に入るようになった。論文につ

いても、CiNii（国立情報学研究所）等のデー

タベースを利用して、論文全文のPDFの閲覧

が可能なものもある。

　ただ便利になった分、以前に比べて図書館

に出向く回数が減ったことは残念なことで

ある。図書館では、学生の頃、論文を書くため

と考えた。

　また、専門演習については、とくに戦後日

本経済発展史を勉強しながら、それを地域経

済や産業の発展や衰退とどう関連してきた

かについての勉強に重点を置くことにした。

そのためにはやはり夏休み等を利用した工

場見学や施設見学というかたちで大学の外

へ出て、地域産業の歴史や現状を知ることが

重要だと考えた。

　地域研究を大学生活の柱の一つに位置付

けて以後、これまで心がけたことが三つあっ

た。一つ目は、地域研究のための基礎資料を

収集すること。この点では『営業報告書集成』

の第5集（東京大学所蔵分）以降を春の共通費

を利用して図書館に入れてもらうことにし

た。同資料には大企業だけでなく地方企業・

銀行・鉄道等の営業報告書が収められてい

る。来年度には第5集分の購入が終わる。

　二つ目は、中産研を研究活動の拠点の一つ

として位置付けること。これまで中産研の研

究プロジェクトに参加して、地域経済や産業

についての共同研究を進めてきた。とくに中

部地域企業の海外進出についての現地調査

には力を入れている。また、公的機関や民間

研究機関が刊行する報告書や地域企業の社

史の収集に努めている。

　三つ目は、専門演習の夏合宿（2泊3日）で地

域の工場や施設見学を毎年実施すること。専

門演習を担当した2003年からテーマを決め

て工場・施設見学を実施し、見学先もすでに

50カ所を越えた。報告書等の作成は、学生の

図書館利用にも少なからず役立っていると

思う。

　一昨年、経済学部の人間環境コースと地域

研究コースの教員が移籍する新学部、すなわ

ち地域政策学部設置構想がもちあがった。経

済学部に残るか、新学部に移籍するかについ

てはそれほど悩まなかった、と言えばうそに

なるが。移籍を決めたのは、地域政策学部が

これまで経済学部地域研究コースでやってき

たことの延長線上にあるような気がしたこと

が大きい。ただ、これまで以上に地域経済（産

業）史や専門演習の内容を充実させていく必

要があるだろう。それに比例して図書館との

お付き合いの度合いも増していくと思われ

る。よろしくお願いするしだいである。
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に1日中図書館に籠って必要な論文をコピー

し続けたこと、本を読んだり勉強したりした

ことがなつかしく思い出される。今でも図書

館の空気は、自分を落ち着かせ、勉強に向か

わせてくれるものを持っている。

　本や論文を手に入れた後は、新しい知識を

得るためそれらを読むことになる。論文を書

くに際しても、まずは読むことから始まる。

研究指導の学生にも、「書くことは読むこと」

と教えている。たくさんの文献を読むことに

よって必要な知識を蓄え、やっと書くことを

始めることができるのである。

　このように、私が本を読む機会は、仕事が

中心となっているのが現状である。だから、

時間のある時は、学生時代は小説等も読んだ

ができるだけ本は読まず、スポーツをする等

他 のことをするようにしてきた。しかし 最

近、読書家の娘の影響もあり、会計学以外の

本を読むようになってきた。仕事で本をたく

さん読んでいるのだから、とにかく文字はも

ういいという気持ちになっていたが、小説を

読むことを再開したら思いのほか楽しくリ

ラックスできたのである。

　最近読んだ本としては、娘からもらった

『ハナミズキ』、『食堂かたつむり』等がある。

『ハナミズキ』は、自身の夢のために東京の大

学に進んだ主人公と、故郷に残り漁師になっ

た恋人が、互いを思いながらもすれ違ってい

くが、10年後故郷のハナミズキが咲く頃、二

人に再会の奇跡が訪れるという物語である。

また、『食堂かたつむり』は、都会で心に傷を

負った主人公が山間の故郷に戻り、1日1組の

お客様だけをもてなす、決まったメニューの

ない小さな食堂を始めるという内容である。

両方とも映画化されており、女子学生のみな

さんにおすすめの本である。自分で選んだ

本としては、『満ちたりぬ月』、『つめたいよる

に』、『瑠璃でもなく、玻璃でもなく』、『風花』

等がある。寝る前の30分間ほど読むのである

が、あまり重い内容の本は好まない。

　この原稿を書くに当たって気付いたので

あるが、どうも私は女性作家の本、あるいは

女性が主人公の本ばかり好んで読んでいる

ようである。そこで、芥川賞・直木賞作家の

中で、どのくらい女性の作家がいるのかを調

べてみることにした。

　芥川賞は現在まで145回を数えているが、

私が調べた限りでは、第8回の中里恒子『乗合

馬車』を始まりに150名中39名が女性受賞者

となっている。直木賞の方も現在まで145回

を数え、第11回の堤千代『小指』から173名中

39名が女性であり、両方合わせると4分の1程

度が女性作家となっている。

　とくに、近年は、女性作家の受賞が増加傾

向にあるようである。たとえば、2000年以降

の芥川賞をみてみると、大道珠貴、金原ひと

み、綿矢りさ、絲山秋子、青山七恵、川上未映

子、楊逸、津村紀久子、赤染晶子、朝吹真理子

となっている。直木賞では、山本文緒、唯川

恵、村山由佳、江國香織、角田光代、三浦しを

ん、森絵都、松井今朝子、桜庭一樹、井上荒野、

中島京子、木内昇というように、多くの女性

が受賞している。私が読んできた本には、純

文学中心の芥川賞のものは非常に少ないが、

直木賞のものはたくさん含まれている。中島

京子の『小さいおうち』、江國香織『号泣する

準備はできていた』、唯川恵『肩ごしの恋人』

等、どれも女性を主人公にした面白い作品で

あった。

　女性作家の受賞増加は、同性として嬉しい

かぎりである。その理由はいろいろとあるだ

ろうが、同性の作家による同性を主人公にし

た内容に共感しやすく、多くの女性がそれら

の本を手に取るようになったこともその一

つにあげられるのではないだろうか。私自身

も、本を読みながら、同性の主人公と自分の

考えを比べたり、自分の人生を考えてみたり

しているように思える。

　もちろん、これからも私にとって本を読む

ことは仕事であり、読む本の多くは会計学の

本になるであろう。しかし、趣味としても、小

説等の本を読むことは、私にとって非常に有

意義な時間となっている。趣味の読書として

は楽しいことが一番なので、これからも内容

が軽い偏っているといわれても、自分の読み

たい本を読んでいこうと思うのである。
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シリ－ズ学会紹介　「経営学会」について

経営学会会務委員　　玉 置　光 司

　愛知大学経営学会は、経営学ならびに関連

諸科学の学術的研究およびその発展を促進す

ることを目的として、1992年に設立されまし

た。活動の概要は次の4点です。

　第1は紀要『愛知大学経営論集』の発行です。

経営学会は正会員（経営学部教員）と学生会員

（経営学部学生・大学院生）から構成されてい

ます。正確に言うと、少数の準会員もいます。

紀要は教員の研究成果発表の場となっていて、

年2回刊行しています。同時に、全国の主要な

大学と紀要の交換を行っています。

　第2が講演会、ワークショップへの助成で

す。講演会はどちらかと言えば専門性が高い

話が中心です。経営学研究科（大学院）は講演

会等を開催する独自の予算を持っていないの

で、それを補完する意味もあります。ワーク

ショップは、あるテーマについて全国から研

究者が集まって集中的に討議し、情報交換す

る場となります。

　第3が関連書籍や雑誌の収集およびパソコ

ンソフト類の整備です。以上は正会員への

サービスが中心ですが、学生諸君に対する支

援が第4として挙げられます。具体的には、優

秀な卒業論文に対して、「学会賞」や「努力賞」

を授与してその栄誉を称えるというもので

す。演習指導教官の推薦に基づき教授会が最

終決定します。また、学生諸君は入学時に自

動的に学生会員になっているので、紀要を無

料で受け取ることが出来ます。

　現在、経営学会室は名古屋校舎（みよし市）

にありますが、2012年度からは新名古屋校舎

に移ります。5学会（経営学会、経済学会、法学

会、国際コミュニケーション学会、現代中国学

会）が1部屋に集まりますので、経営学にとど

まらず、他学会の書籍も見られます。関心あ

る学生諸君は是非のぞいて見てください。特

に経営学会のコーナーには過去の学会賞受賞

論文が保管されていますので、それを見るこ

とは、自分の論文を作成する上で大いに参考

になるでしょう。

　会務委員を長年務めていて、最近気になっ

ていることがあります。紀要の刊行回数を年

4回に増やす学会があるなかで、経営学会は年

2回の原稿を集めるのに苦労しています。毎

号、100ページを超えることを目標としていま

すが、通常の（原稿）募集案内だけではそれに

達しない事態がたびたび起こっています。十

分な原稿が集まらない場合は協力が期待でき

そうな会員に特別に声をかけたりしますが、

それでも駄目な場合には会務委員が急遽投稿

してボリュームを増やし体裁を整えるという

ことも時々あります。

　これは正常な姿とはいえないでしょう。い

つまでもこのような状況が続くようであれ

ば、何らかの対策を講じなければなりません。

しかし、もし、原稿の集まりの悪さが、学外の

雑誌に掲載する機会が増えたことの反映であ

れば、これは大変歓迎すべき現象だと筆者は

考えます。評価が確立した学外雑誌であれば、

より広い範囲に影響を与えることが出来るか

らです。紀要は教員であれば誰もが掲載でき

大変便利ですが、そのぶん、内容は玉石混交に

なりがちで、評価が確立しているとは言い難

い面があります。日本の各大学が紀要（特に

文系）を持つに至った歴史的経緯を詳しくは

知りませんが、専門性の高い論文の投稿先を

見つけるのが困難と言う事情が当初あったか

と推察します。しかし、学問も国際化、グロー

バル化の波にさらされ、競争の激しい分野で

はこのような困難はある意味で解消されてき

ています。すなわち、国際誌まで視野に入れ

れば、専門誌への投稿は原則オープンで、誰も

が自由に投稿できるようになってきていま

す。経営学も分野が多岐に渡り、それぞれ事

情が異なるので、一概には言えませんが、今後

は、学外雑誌への投稿が増え、紀要はその役割
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を漸次縮小していくのかもしれません。しか

し、もし、原稿の集まりの悪さが単に研究成果

が乏しくなっていることの反映だとすれば、

由々しき事態が起こっていることになりま

す。今後は論文の質ということも含めて、特

に若い先生方を中心に紀要の在り方を議論し

ていく必要があると思います。

　「韋編」編集部の求めに応じて、経営学会に

ついて紹介することになりました。学会の簡

単な事業紹介の後、紀要の現状についても触

れました。このような場所で触れるのは不適

切な気もしましたが、折角の機会なので利用

させていただきました。経営学部教員の皆様

のお考えを会務委員までお寄せいただければ

有難いです。

コレクション紹介　「竹村文庫」について

　　　文学部教授　　鈴 木　立 子

　本学にある「竹村文
庫」は旧制浦和高等学
校教授竹村昌次氏の旧
蔵 書 であり、1664年 か
ら1938年に刊行された
欧文図書からなってい
る。概要は、ヨーロッパ、
アジアの文化、歴史、宗

教に関する概説書、研究書、アジア諸語の欧文
訳、及び各地に派遣された使節、宣教師、探検
家の報告書である。若干の書籍には購買年月
日が記され（早いものは明治36年とある）、日
付とともに「Parisニテ求之」と書かれている
ものもある。
　竹村氏の蔵書が愛知大学に寄贈されたの
は1953年5月28日であることは『愛知大学五十
年史』に記されている。愛知大学非常勤講師
武井義和氏に当時の記録を探していただいた
が、今のところその経緯を示す文書は見つけ
られていない。竹村氏は1942年4月（『朝日新
聞』4月6日朝刊　下記成田氏情報提供）に67
歳でなくなっており、本人の意思による寄贈
ではあるまい。寄贈のいきさつを探している
中で明らかになった竹村昌次氏について先ず
述べてみよう。

竹村昌次氏とは

　『旧制浦和高等学校同窓会　会員録　昭和
15年版』・『旧制浦和高等学校生徒名簿』による
と在職期間は1922年から1939年であり、1936
年まで文科の教授、1937年から39年までは講
師とある。担当教科は歴史であり、1925年・26
年には在外研究に出ており、1933年には東京
高等学校の教授を兼任している（以上は、埼
玉大学研究協力部図書情報課、情報サービス
チーム、成田義樹氏に調査していただいた）。
旧制浦和高等学校は1922年4月に最初の入学
者を迎えており、発足当時から浦和高校で教
鞭を執っていたことになる。1936年11月に当
時の校長が職務中に死亡したが、その際「竹村
昌次教授を校長事務取り扱いとした」（『読売
新聞』11月21日朝刊）とあり、37年以降講師と
あるのはそれと関係があるのではないか。ま
た浦和高校に任命される前の情報は混乱して
いるところもあるが、維新史料編纂官であっ
たと思われる。在外研究がフランス、ドイツ、
イギリス、アメリカで行われたことは、『支那
時報』巻5，3號（大正15年9月）の竹村昌次「獨佛
の東洋文化研究熱」と題した一文からわかる
（但し、竹村の著はない。武井氏情報提供）。
　一方、東京大学文学部西洋史学科卒業生名
簿に1902年（明治35年）7月卒業とある竹村昌
次なる人物がおり、1901年に史学会の会員と
なっている。日本に近代歴史学をもたらした
リースの最後の学生の一人であったようだ。
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財団法人東洋文庫に所蔵されている那珂通世
（1898‐1904年、東京帝国大学講師）が1901年
（明治34年）に東京大学で行った『支那近世史』
の講義ノートの筆者の竹村昌次は彼であろ
う。これは中山久四郎（1899年東洋史学科卒
業）により東洋文庫に寄贈されている。すで
に卒業していた中山が旧知の竹村から講義録
を譲り受けたものであろうか。この講義はチ
ンギス・カンの出現からモンゴル国の形成に
かかわるものである。那珂は『支那通史』（明
治21‐23年刊行）を書いた際に明代に編纂さ
れた『元史』の不備に気づき、モンゴル史研究
をはじめ、最初の成果を『東洋小史』（明治36年
1月出版）としてあらわした。活字にする前の
最新の研究成果を示した講義であったことが
ノートから窺われる。その後、那珂のモンゴ
ル史研究は不朽の名著となった『成吉思汗實
録』として結実した。この人物と「竹村文庫」
の竹村昌次氏とを同一人物と考えたいが確証
があるわけではない。ノートと蔵書にある氏
の覚書などから筆跡鑑定は可能であろう。
　竹村氏についての二系統の情報は現在のと
ころ以上につきる。いずれにしても愛知大学
に蔵書が寄贈された理由を示唆するものはな
い。『支那時報』に記事があることから、武井氏
は東亜同文書院関係者との縁を考えられる。
しかし竹村氏の生徒には歴史研究者も何人か
おり、書物の性格から彼らが仲介の労を執っ
た可能性もあると私は思っている。

「竹村文庫」の特徴

　限られた時期に蒐集された個人蔵書はその
個人の研究動向・関心を示すことは謂うまで
もないが、時代の要請などが垣間見えるおも
しろさがある。本文庫でも、西欧諸国と植民
地との関係を主題としたもの、ロシアの政治・
歴史に関わる書が目につき、植民地政策が重
要な時代であったこと、西欧にとっても日本
にとってもロシアが大きな存在になってきた
時代に蒐集されたことを反映している。
　しかし本文庫の特徴として先ず挙げられ
るべき事は、西欧諸国家や布教教団が世界各
地に派遣した使節の報告書や個人旅行の記録
などが多いことである。その中には法顕（5世
紀）の『佛國記』など非欧米人による著書の翻
訳も含まれている。とりわけ各国の旅行記、
報告書やその要約（翻訳も含む）を収録したフ

ランスで出版された叢書が5部あることは注
目に値しよう。これだけ一箇所に揃っている
のは国内では他にないのではないか。それら
は古いものは1749年（64vols.）に、ほかは1780
（23vols.）、1790（5vols.）、1833（46vols.）、1841
（12vols.）年に刊行され、見る如く非常に大部
なものもある。
　遡れば「大航海時代」が始まるや、各国の新
航路開発や植民地争奪戦の中で現地の事情や
航路に関する情報収集は不可欠になった。16
世紀にはすでにヴェネツィアのラムージオ、
イギリスのハクルートなどが古い旅行記や公
的・私的な探検の報告書を編纂した。またフ
ランスでは18世紀に中国など各地に派遣され
た宣教師の手紙が逐次公開さてれている（本
文庫にもそれらから編纂したものがある）。
しかし他者を知ることに情熱を燃やしたの
は、必ずしも政治的・実用的な要請だけではな
かった。侵略・進出・布教は他者の文明・文化
を知り、文明を比較研究する契機ともなった。
フランスでは17世紀に学識ある宣教師を中国
に派遣し、中国に関する知識を積極的に集め
ている。現地に足を踏み入れた者の報告のみ
がアジアを初めとした諸地域を知る手がかり
の時代であった。叢書の出版の目的に、「歴史・
統治（政治）・宗教に関かわることを知る」とう
たっているものもあるが、それを示していよ
う。また本文庫にある19世紀に出た個々の報
告書についても、早いものでは使節や旅行が
終わって1年足らずで書籍として刊行されて
いる。
　書籍の存在からそれを必要としてきた時
代背景を述べたが、これらの書物は「他者」と
された側にとっても大きな意味がある。他者
であるヨーロッパ人から見たアジアやアフリ
カ、あるいは同じヨーロッパの中でも他国に
ついての観察は、見慣れた者には気がつかな
い点、あるいはことさら記録する必要を認め
なかったものに光を当てた。それ故に古くか
ら歴史学の第一資料として使われてきたので
ある。しかしまだその利用は充分ではない。
本文庫のようにある程度まとまって収蔵され
ている利点は、これらの記録を一括して検討
することができることである。その結果、歴
史を知るための新しい観点への道を開いてく
れもする。この点から本文庫の書籍をあらた
めて紐解いてみたいものである。
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卒論と友達と図書館
文学研究科　羽 柴　亜 弥

　学部生の皆さんの大学生
活における1番の難関とい
えば卒業論文でしょう。
　私は誘惑に弱い性格で、
家にいるとテレビや漫画、
睡眠などに流されてなか
なか卒論が手につきませ
んでした。これではいけ

ないと思い、毎日図書館に通いました。やはり、
図書館は勉強する環境が整っており、断然集
中して卒論を進めることが出来ました。10月
頃からは毎日開館から閉館まで図書館にこも
りました。本当に毎日パソコンに向かって、
焦りや不安などを抱え辛い毎日でした。
　その辛い毎日を乗り越えることが出来た
のは友達のおかげです。環境ももちろん大切
ですが、私が思う図書館に通って卒論を書く
最大のメリットは友達に会えるということで
す。私は最初友達に会ってしまい、おしゃべ
りして卒論が進まないことを心配していまし
た。それは全く逆でした。友達がいたからこ
そ書きあげることができたのです。日本史中
世のゼミの場合、ほとんどのゼミ生が図書館
で卒論をやっていました。みんなが頑張って
いる姿を見ていると自分も頑張ろうという気
持ちになります。行き詰まったときは相談を
しました。アドバイスはなくても、友達に話
すだけで頭が整理されてやるべきことが見え
てきました。時には愚痴を言い合い、励まし
あって、なんとか全員無事卒論を提出するこ
とができました。
　図書館での勉強のいいところは友達と一緒
に頑張れるというところです。確かにラウン
ジのようにおしゃべりにくるのはいけないこ
とです。しかし、課題や各自の勉強をしてい
く中で、意見交換や討論することはとても大
切なことです。大学の図書館なので特に必要
な環境です。その反面静かな環境も求められ
ます。難しいですが両立できたらいいなと思
います。
　皆さんも図書館をおおいに活用をして卒業
論文頑張ってください。

映像資料の活用

中国研究科修士課程　佐 藤　一 道

　学部生のときから名
古屋図書館を利用してい
る。必要な本はOPAC（蔵
書検索システム）を活用
し、ただちに手にするこ
とができた。しかし、私に
とって図書館に行く本当
の楽しみは書籍の森に迷

い込むことであった。目的の本を探すのでは
なく、とりとめもなく歩き、背表紙に書かれた
表題を読んでいく。私たち人類はなんと深く
かつ多岐にわたって思索してきたのだろう。
知の集積に圧倒されながら、私は書籍の森を
さまよった。
　それとは別に、名古屋図書館は映像資料も
調えている。私の学部卒業研究はこの映像資
料を使用した。
　満洲国の国策会社、満映が作った映画は約
1000本あった。その大量のフィルムは40年近
く行方不明になっていた。ところが1985年の
ペレストロイカによって、満映フィルムが旧
ソ連にあることが判明した。ロシア国立映像
資料館がモスクワ郊外にあり、満映フィルム
はそこに秘蔵されていた。
　1995年、（株）テンシャープ０がロシア国立
映像資料館から日本に持ち帰ったフィルムを
ビデオ化した。幸い、そのビデオが名古屋図書
館に『映像の証言　満州の記録』30巻、『満洲
ニュース映画』10巻として揃っていた。
　私は毎日、AV自習室に通い全巻を視聴し
て卒業研究を完成させた。AV自習室の設備
は、戦中この映画を見た観客と違い、映画を止
めて字幕を書き写すことも、聞き取れなかっ
た言葉を再生することも可能である。この機
能を使い映画の細部まで検討できた。
　満映について論じた書籍はたくさんある。
しかし映画表現されたものは、実際の映画を
見るに如くはない。その意味で映画表現を研
究テーマとする学生の要求に図書館は的確に
応じている。しかし、映像資料の総量がまだま
だ足りないように思われる。
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私の図書館利用法
法科大学院　丸 藻　統 一

　私は幼少時から本が好きだった。自己紹介
の趣味欄には、迷いもなく「読書」と記入す
るし、外出時、鞄には必ず一冊本が入ってい
る。本に限らず活字媒体であれば新聞であろ
うと、辞書であろうと何だって「読む」対象
となっていると言って良い。自分にとって読
書とは、もはや趣味を越えて「体の一部」と
なっているのかもしれない。
　そんな私だが、10代半ばまでは不思議と図
書館には足を運ばなかった。父親が自分と同
様の、むしろ自分以上の読書家であったため、
実家に本が大量にあったことも関係している
かもしれない。詳しい理由は定かではないが、
図書館と縁がなかったことは確かであり、「本
は借りるより買う」という意識が強かった。
　こんな自分が図書館通いをするようになっ
たのは、高校生の頃からであり、もっとも図
書館に通い詰めたのは大学生活の 4年間であ
ろう。その利用方法は、「暇さえあれば図書
館に行き、専ら自分の専攻とは関係ない分野
の本を読み漁る」というものであった。分か
らないことがあれば、別の本を読み、その中
で専門外の事項があれば、さらに別の本を借
りる。毎回、別の分野の書棚に行き様々な図
書を机まで持って行き読み耽る…。もちろん
講義で提出するレポート作成のためにも利用
したが、やはり講義とは関係ない所での利用
の方が多いだろう。おそらく、自分の中では、
「本とは知らない事項に接するツールであり、
図書館はそのために利用する施設である」と
いう認識が強かったのだと考えられる。
　確かに、学習環境としての図書館は有用で
あるし、資料も設備も豊富に揃っている。し
かし、時には専門分野を離れて、新しい分野
に触れてみることも必要であろう。新しい発
見に遭遇することで、人生はより豊かになっ
ていくのであり、そのような機会は貴重であ
る。そう考えると、図書館はまさに「知らな
いこと」の宝庫であり、人生を豊かにするた
めに積極的に利用することをお勧めする。

待ってます！蔵書一同

豊橋図書館事務課　中 山　欽 司

　豊橋図書
館の閲覧カ
ウンター係を
しています。
　韓国の医
官『ホジュン
（許浚）』とい
う小説を読み
たい、との問
合せがあり、名古屋図書館で所蔵していたので
取寄せをした。依頼者は都合で直ぐに利用出
来なくなったので、代わりに利用させてもらっ
た。文庫本3冊を一気に読んだ。その後、語学教
育研究室にホジュンのDVDがあることがわか
り、利用させてもらった。韓国で10年前にテレ
ビドラマとして放映され、当時話題となったと
のことであるが、全く知らなかった。昔、朝鮮は
身分差別の激しい国であった。賎民の子供が医
者になるのは通常ではありえないことであっ
たが、それはドラマ。各巻にそれぞれ見せ場が
あり、次が見たくなるように作られている。内
容で強烈だったのは倭寇、すなわち豊臣秀吉の
朝鮮征伐の戦火から医学書を守る場面がある
が、この時代から両国の関係がこのようであっ
たかを思い知った。
　昨年夏、テレビで長崎県の軍艦島が若者の観
光スポットとし脚光を浴びているとの放映が
あった。新刊図書コーナーの中に『軍艦島』を
発見。何と太平洋戦争時に炭鉱地として朝鮮
から多くの人を連れてきて強制労働させてい
た島ではないか。島から脱出することは容易
でなかったが脱出成功。小説であるからには
創作であるが、被害当事者の証言、日本にも4年
間取材・執筆滞在され、15年かけて作品を完成
させた。著者は、小説を読んだ人々がどのよう
に生きていくべきか考えてもらえればと希望
している。
　読書は好きな時にすればいい。図書館には
宝物が一杯ある。書架に収まってから誰の手
にも取られていない資料もある。空いた時間
を図書館で静かに過ごすことをお勧めしま
す。
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■豊橋図書館      〒４４１-８５２２  豊橋市町畑町字町畑１－ 1            ☎（０５３２）４７－４１８１
■名古屋図書館      〒４７０-０２９６  みよし市黒笹町清水 370              ☎（０５６１）３６－１１１５
■車道図書館      〒４６１-８６４１  名古屋市東区筒井二丁目１０－３１  ☎（０５２）９３７－８１１６

URL   http://library.aichi-u.ac.jp
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